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一
面
　　国
産
材
製
材
品
展
示
会
・
Ｊ
Ａ
　　

　
　
　
Ｓ
製
材
品
展
示
会
開
催

二
面
　
十
月
は
「
木
の
日
」
の
行
事
や

　
　
　
住
宅
月
間
の
イ
ベ
ン
ト
月

三
面
　
平
成
十
六
年
の
木
材
需
給
量
は
　

　
　
　
八
千
八
百
九
十
五
万
二
千
k
の
　

　
　
　
見
通
し

秋
期
恒
例
の
展
示
会
を
開
催

全
木
協
連
優
良
国
産
材
製
材
品
展
示
会

　　　　全
木
連
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会

　
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
主
催
の

優
良
国
産
材
製
材
品
展
示
会
が
九
月
二

十
五
日
、
長
野
県
の
木
曽
官
材
市
売
協

同
組
合
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
林
野
庁
・
中
部
森
林
管
理
局
を
は
じ

め
長
野
県
の
支
援
、
及
び
実
行
団
体
と

し
て
長
野
県
木
連
、
木
曽
木
材
工
業
協

同
組
合
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の

協
力
の
も
と
に
実
行
し
、
当
地
で
は
昭

和
五
十
一
年
度
以
来
毎
年
の
開
催
と
な

っ
て
い
る
。

　
市
売
に
先
立
っ
て
の
式
典
で
は
、
主

催
者
を
代
表
し
て
、
並
木
瑛
夫
全
木
協

会
長
が
挨
拶
。
来
賓
、
買
方
、
実
行
団

体
に
礼
を
述
べ
た
上
、
景
気
回
復
の
実

感
は
薄
い
な
が
ら
、
国
産
材
が
わ
ず
か

に
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
期
待
し

た
い
、
ま
た
、
木
材
利
用
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
買
方
に
積
極
的
な
買
い
上

げ
を
要
請
し
た
。

　
次
い
で
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
中
部

森
林
管
理
局
の
川
上
利
次
森
林
整
備
部

長
か
ら
、
森
林
・
木
材
・
林
野
行
政
全

般
に
わ
た
る
情
勢
報
告
を
ま
じ
え
た
祝

辞
を
受
け
た
。

　
開
市
の
発
声
は
長
野
県
木
曽
地
方
事

務
所
久
米
義
輝
林
務
課
長
。
資
源
事
情

か
ら
、
年
々
良
材
の
出
品
量
が
減
っ
て

お
り
、
市
売
も
最
盛
期
に
比
べ
れ
ば
、

静
か
な
展
開
だ
が
、
木
曽
檜
の
役
物
揃

い
だ
け
に
、
静
か
な
う
ち
に
も
、
一
桁

上
を
い
く
値
が
飛
び
交
っ
た
。

　
全
木
連
、
全
市
連
、
全
買
連
共
催
に

よ
る
「
第
三
十
二
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普

及
推
進
展
示
会
」
は
、
既
報
の
と
お
り

八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
全
国
七

会
場
で
開
催
さ
れ
る
。

　
う
ち
、
千
葉
会
場
が
、
十
月
六
日
に

丸
宇
木
材
市
売
大
栄
浜
市
場
で
開
か
れ

た
。

　
出
荷
工
場
数
は
昨
年
よ
り
一
工
場
増

え
て
二
十
一
工
場
、
出
荷
量
は
二
百
三

十
k
で
あ
っ
た
。
主
催
者
で
あ
る
全
木

連
の
講
評
で
は
、
総
体
と
し
て
は
、
非

常
に
良
く
、
出
荷
工
場
の
う
ち
十
三
社

が
審
査
の
採
点
で
九
十
点
以
上
を
得
て

お
り
、
う
ち
、
四
社
は
満
点
、
乾
燥
材

も
十
三
社
に
増
え
た
と
評
し
て
い
る
。

　
出
品
材
の
市
売
に
先
立
っ
て
、
市
場

内
で
式
典
が
行
わ
れ
、
主
催
者
、
開
催

市
場
、
買
方
組
合
の
三
者
か
ら
概
要
次

の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
、
市
に
臨
ん
だ
。

　
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
全
木

連
後
藤
副
会
長
　
　
市
況
は
さ
っ
ぱ
り

だ
が
、
住
宅
着
工
に
は
期
待
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
は
普
及
し
て
い
な
い
。
展
示
会

の
時
だ
け
、
出
荷
者
、
市
場
、
買
方
の

努
力
に
よ
っ
て
来
て
い
る
の
が
実
状
。

式典で挨拶する並木会長

　
十
月
、
秋
本
番
と
な
っ
て
、
全
国
各
地
で
記
念
市
な
ど
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
全
木
連
関
連
で
は
、
九
月
に
全
木
協
連
の
優
良
国

産
材
製
材
品
展
示
会
、
八
月
〜
十
一
月
に
か
け
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普

及
推
進
展
示
会
、
十
一
月
に
全
木
連
の
優
良
素
材
展
示
会
が
開
催

又
は
開
催
予
定
で
あ
る
。
全
木
連
関
連
の
展
示
会
の
主
な
目
的
は

普
及
や
組
合
活
動
の
活
性
化
な
ど
で
あ
る
が
、
販
売
結
果
も
重
要

な
指
標
で
あ
る
。
今
年
は
、
住
宅
着
工
に
な
お
堅
調
さ
が
見
ら
れ
、

昨
今
の
国
産
材
の
動
き
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
伸
び
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
ほ
の
明
か
り
な
が
ら
期
待
を
含
め
て
の
展
示
会
開
催
と
な

っ
た
。

四
面
　
景
況
調
査
　
環
境
税
の
集
会
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た
だ
し
品
確
法
の
施
行
後
は
、
設
計
者

か
ら
の
指
定
も
多
い
と
聞
く
。
十
一
月

に
は
丸
宇
の
北
浜
市
場
で
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
展

示
会
を
開
く
の
で
、
買
い
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。
　
　

　
次
い
で
、
丸
宇
木
材
市
売
の
津
村
社

長
　
　
去
年
よ
り
一
工
場
多
い
二
十
一

工
場
か
ら
の
出
荷
と
な
っ
た
が
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
は
普
及
し
て
い
な
い
。
展
示
会
の
開

催
に
努
力
し
て
い
る
市
場
に
も
、
買
い

上
げ
者
に
も
励
ま
し
の
印
が
ほ
し
い
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
は
、
商

品
に
生
産
者
の
名
前
ま
で
出
て
い
る
。

こ
う
い
う
時
代
に
合
わ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
流
通
は
本
当
に
お
か
し
く
な
っ

て
し
ま
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　
　

　
最
後
に
市
場
買
方
組
合
長
　
　
Ｊ
Ａ

Ｓ
展
の
開
催
は
、
ま
だ
二
年
目
だ
が
、

丸
宇
だ
か
ら
、
北
か
ら
南
ま
で
集
荷
で

き
た
の
だ
ろ
う
。
市
場
長
は
じ
め
、
が

ん
ば
っ
て
も
ら
っ
た
。
出
荷
者
は
努
力

し
て
い
る
の
だ
か
ら
表
示
ミ
ス
な
ど
は

指
導
の
問
題
だ
。
表
示
以
上
に
良
い
も

の
も
減
点
と
は
厳
し
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。
　
　

　
立
ち
合
い
は
、
前
半
は
良
か
っ
た
も

の
の
、
後
半
ま
で
も
た
な
い
と
い
っ
た

結
果
で
あ
っ
た
。
昨
今
は
、
わ
ず
か
な

が
ら
秋
需
の
動
き
が
見
ら
れ
、
市
売
の

動
向
に
も
期
待
が
も
た
れ
た
が
、
木
材

を
取
り
ま
く
景
況
の
厳
し
さ
は
変
り
な

い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
展
示
会
自
体
に
つ
い
て
は
、
式
の
挨

拶
ほ
か
で
も
聞
か
れ
た
が
、
年
一
回
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
行
っ
て
も
普
及
に
は

結
び
つ
か
な
い
。
別
の
方
途
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
。

　
十
月
は
、
木
材
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が

多
い
。
ま
ず
、
思
い
う
か
ぶ
の
は
、「
木

の
日
」
の
行
事
（
別
項
）
で
あ
る
が
、

ま
た
、
十
月
は
「
住
宅
月
間
」
で
も
あ

る
。

　
住
宅
関
係
の
百
二
十
三
団
体
で
構
成

す
る
住
宅
月
間
実
行
委
員
会
が
統
一
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
ほ
か
、
各

団
体
が
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

　
平
成
元
年
よ
り
、
官
民
と
も
に
、
住

ま
い
や
住
ま
い
方
へ
の
関
心
を
高
め
、

豊
か
な
住
生
活
の
向
上
に
役
立
て
よ
う

と
い
う
も
の
。

　
今
年
の
中
央
イ
ベ
ン
ト
は
、
十
月
七

十
月
十
四
日
に
は
、「
持
続
可
能
な
住
ま

い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ

た
。
そ
の
ほ
か
、
小
中
学
生
を
対
象
に

住
教
育
の
推
進
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　　「
木
の
日
」
の
催
し

　　　　　　　　東
京
は
十
月
二
、
三
日
に
開
催

　
十
月
八
日
は
「
木
の
日
」。こ
の
日
を

中
心
に
、
今
年
も
全
国
で
、「
木
の
日
」

の
催
し
物
が
実
施
さ
れ
る
。

　
東
京
で
は
、
十
月
二
、
三
日
に
、
東

京
都
と
都
木
連
の
主
催
に
よ
る
「
木
と

暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」
が
、
木
の
街
、

江
東
区
木
場
の
都
立
木
場
公
園
で
開
か

れ
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
木
工
品
や
シ
イ

タ
ケ
の
即
売
、
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
木

工
教
室
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
、
企
画
は

充
実
。
今
年
は
二
十
四
回
目
と
回
を
重

ね
、
主
催
者
側
も
自
然
体
で
対
応
し
て

い
る
。「
木
の
日
」
の
行
事
を
日
比
谷
公

園
で
始
め
た
昭
和
五
十
年
代
に
比
べ
れ

ば
、
は
る
か
に
進
化
し
て
い
る
。

　
十
月
一
日
は
「
都
民
の
日
」
で
、
都

内
の
公
立
校
は
休
日
で
あ
り
、
そ
の
翌

日
か
ら
の
開
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
日
柄

は
良
く
、
特
に
二
日
は
好
天
に
恵
ま
れ

て
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
し
か

し
、
三
日
は
あ
い
に
く
の
雨
、
そ
れ
も

大
雨
で
、
残
念
な
が
ら
来
場
者
の
足
も

く
じ
か
れ
た
格
好
。
し
か
し
、
全
体
と

し
て
は
、
木
材
の
Ｐ
Ｒ
、
木
を
知
っ
て

も
ら
う
役
目
は
大
い
に
果
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

〜
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ス
ー
パ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
０
４
」。功
労

者
、
リ
フ
ォ
ー
ム
コ
ン
ク
ー
ル
、「
ま
ち

な
み
住
宅
一
〇
〇
選
」
の
各
表
彰
の
ほ

か
、
展
示
、
情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

（写真下）昭和56年の「木の日」パレード

（写真上）今年の「木の日」・にぎわうオークション
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　　　平
成
16
年
の
木
材
需
給
見
通
し
上
方
修
正

　　
　
前
年
比
二
・
〇
％
増
の
八
千
八
百
九
十
五
万
二
千
K

　
林
野
庁
は
、
九
月
三
十
日
に
木
材
需

給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
三
月

に
策
定
し
た
平
成
十
六
年
の
木
材
（
用

材
）
需
給
見
通
し
を
見
直
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
六
年
の
需

給
量
は
、
前
年
比
二
・
〇
％
増
の
八
千

八
百
九
十
五
万
二
千
k
と
見
通
さ
れ
て

い
る
。
当
初
の
見
通
し
よ
り
、
百
五
十

九
万
一
千
k
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
需
要
面
で
は
、
製
材
用
、
合
板
用
、

パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
、
そ
の
他
用
と
も
、

当
初
見
通
し
を
上
回
り
、
か
つ
、
前
年

比
増
加
で
あ
る
。
住
宅
着
工
、
紙
パ
需

要
が
堅
調
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
供
給
は
、
国
産
材
、

輸
入
材
と
も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
見
直
し
に
先
立
っ
て
、

平
成
十
五
年
の
木
材
需
給
量
が
確
定
し
、

公
表
さ
れ
た
。
需
給
量
は
、
前
年
比
一

・
一
％
減
の
八
千
七
百
十
八
万
四
千
k

で
あ
っ
た
。

【
需
要
】

　
製
材
用
は
、
前
年
比
〇
・
一
％
増
の

三
千
四
百
七
十
八
万
七
千
k
。
輸
入
丸

太
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
が
、
国
産
丸

太
、
輸
入
製
材
品
の
供
給
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

　
合
板
用
は
、
前
年
比
七
・
七
％
増
の

一
千
三
百
八
十
万
k
。
国
産
丸
太
、
輸

入
丸
太
、
輸
入
合
単
板
と
も
供
給
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
国
産
丸
太
に
つ
い
て

は
、
数
量
は
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
今

回
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

　
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
は
、
前
年
比
一

・
六
％
増
の
三
千
七
百
五
十
六
万
七
千

k
、
国
産
丸
太
、
輸
入
丸
太
、
輸
入
チ

ッ
プ
、
輸
入
パ
ル
プ
と
も
供
給
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。

　
そ
の
他
用
は
、
前
年
比
六
・
四
％
増

の
二
百
七
十
九
万
八
千
k
。
国
産
丸
太
、

輸
入
丸
太
は
前
年
並
み
、
そ
の
他
（
集

成
材
な
ど
加
工
材
）
は
供
給
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。

【
供
給
】

　
供
給
面
で
は
、
国
産
材
は
、
前
年
比

三
・
〇
％
増
の
一
千
六
百
六
十
二
万
五

千
k
。
輸
入
材
は
、
一
・
八
％
増
の
七

千
二
百
三
十
二
万
七
千
k
と
見
通
さ
れ

て
い
る
。

　
輸
入
材
の
中
で
は
、
丸
太
は
前
年
比

減
だ
が
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、

パ
ル
プ
、
そ
の
他
は
、
い
ず
れ
も
前
年

比
増
加
と
見
ら
れ
て
い
る
。

【
需
要
】

　
用
材
の
総
需
要
量
は
、
前
年
に
比
べ

九
十
四
万
一
千
k
（
対
前
年
比
一
・
一

％
）
減
少
し
、
八
千
七
百
十
八
万
四
千

k
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
木
造
住
宅
着
工
戸
数
は
前

年
よ
り
増
加
し
た
も
の
の
、
パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用
材
が
解
体
材
・
廃
材
等
の
利

用
増
加
な
ど
に
伴
い
六
十
二
万
八
千
k

減
少
す
る
と
と
も
に
、
合
板
用
材
が
輸

入
量
の
落
ち
込
み
に
よ
り
四
十
一
万
六

千
k
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
な
お
、
製
材
用
材
は
九
万
k
減
少
し
、

構
造
用
集
成
材
等
の
そ
の
他
用
材
が
十

九
万
三
千
k
増
加
し
た
。

【
供
給
】

　
用
材
の
国
内
生
産
量
は
、
合
板
用
の

16
年
見
通
し

15
年
需
給
量

国
　　
　　
　　
産
　　
　　
　　
材

（
10
3.
3）

（
10
2.
6）

16
, 4
26

16
, 0
05

（
10
0.
2）

16
, 5
30

15
, 9
80

（
95
.6
）

丸
太

16
, 7
22

木
材
（
用
材
）
の
需
給
の
実
績
と
見
通
し

15
年

36
, 9
79

87
, 1
84

（
96
.6
）

88
, 1
25

91
, 2
45

年
　　
次

平
成
13
年

総
数

14
年

需
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
要

12
, 8
10

（
10
1.
2）

13
, 0
74

合
板
用

13
, 2
26

37
, 0
87

製
材
用

（
94
.0
）

34
, 8
56

38
, 7
06

〈
6,
31
9〉

パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用

（
97
.2
）

〈
7,
17
4〉

〈
7,
95
1〉

37
, 6
07

そ
の
他
用

2,
37
7

総
数

91
, 2
45

（
10
2.
5）

2,
43
6

2,
62
9

（
96
.6
）

88
, 1
25

87
, 1
84

16
, 7
57

総
数

16
, 1
48

（
95
.9
）

16
, 0
75

資
料
：
平
成
13
年
～
平
成
15
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。
平
成
16
年
当
初
見
通
し
は
平
成
16
年
3月
、
平
成
16
年
見
直
し
は
平
成
16
年
9月
に

　　
　　
　　
策
定
し
た
数
値
で
あ
る
。

　　
注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

　　
　　
　　
2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

（
10
0.
2）

（
10
2.
0）

88
, 9
52

（
98
.9
）

87
, 3
61

　 年16
当
初
見
通
し

見
直
し

（
10
2.
1）

（
10
7.
7）

13
, 8
00

13
, 0
82

（
96
.9
）

34
, 7
87

（
98
.7
）

34
, 3
15

（
99
.7
）

（
10
0.
1）

〈
7,
87
9〉

（
10
0.
6）

（
98
.3
）

〈
8,
63
8〉

37
, 1
91

（
10
1.
6）

37
, 5
67

2,
79
8

88
, 9
52

2,
77
3

（
10
7.
9）

（
10
5.
5）

87
, 3
61

（
98
.9
）

（
10
0.
2）

（
10
6.
4）

（
10
2.
0）

16
, 6
25

（
10
3.
6）

16
, 7
29

（
10
0.
5）

（
10
3.
0）

24
, 3
37

輸
　　
　　
　　
　　
　　
入
　　
　　
　　
　　
　　
材

（
98
.8
）

24
, 7
91

チ
ッ
プ

25
, 1
04

供
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
給

〈
7,
95
1〉

（
11
3.
5）

〈
6,
31
9〉

工
場
残
材

〈
7,
17
4〉

林
地
残
材

35 14
3

（
27
1.
4）

95

総
数

74
, 4
88

（
96
.7
）

72
, 0
50

71
, 0
36

14
, 0
88

（
95
.5
）

14
, 3
40

製
材
品

13
, 6
94

丸
太

15
, 9
42

（
93
.2
）

14
, 8
65

14
, 3
98

8,
42
3

合
単
板

7,
89
7

（
10
0.
9）

8,
50
2

（
単
位
：
千

）
K

パ
ル
プ

8,
65
9

（
93
.6
）

8,
10
1

8,
02
2

そ
の
他

2,
01
9

（
10
3.
9）

2,
09
7

2,
29
4

3.
平
成
13
年
か
ら
は
、
輸
入
の
構
造
用
集
成
材
が
需
要
の
そ
の
他
用
、
供
給
の
そ
の
他
に
含
ま
れ
て
い
る
。

4.〈
　
〉内
は
、
工
場
残
材
及
び
解
体
材
・
廃
材
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

5.（
　
）内
は
、
前
年
比（
％
）で
あ
る
。

6.
　数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

（
10
0.
5）

（
10
0.
9）

24
, 5
62

（
98
.2
）

24
, 4
68

（
10
8.
6）

（
99
.1
）

〈
7,
87
9〉

（
11
0.
8）

〈
8,
63
8〉

19
9

（
13
9.
2）

19
9

（
15
0.
5）

（
13
9.
2）

72
, 3
27

70
, 6
32

（
98
.6
）

（
99
.4
）

（
10
1.
8）

（
10
1.
9）

14
, 3
61

（
95
.6
）

（
10
2.
9）

13
, 4
67

14
, 2
16

14
, 1
08

（
96
.9
）

（
98
.0
）

（
98
.7
）

8,
47
2

（
10
2.
5）

8,
09
4

（
92
.9
）

（
10
7.
3）

8,
25
3

（
10
0.
0）

（
99
.0
）

8,
02
2

（
10
2.
9）

2,
46
3

2,
47
3

（
10
9.
4）

（
10
7.
8）

（
10
7.
4）

丸
太
生
産
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前

年
に
比
べ
て
七
万
三
千
k
増
加
し
、
一

千
六
百
十
四
万
八
千
k
と
な
っ
た
。

　
用
材
の
輸
入
量
は
、
国
内
の
用
材
需

要
量
の
減
少
に
伴
い
、
前
年
に
比
べ
百

一
万
四
千
k
減
少
し
、
七
千
百
三
万
六

千
k
と
な
っ
た
。

　
輸
入
量
減
少
の
内
訳
は
、
丸
太
が
四

十
六
万
七
千
k
の
減
少
、
木
材
製
品
が

五
十
四
万
七
千
k
の
減
少
で
あ
っ
た
。

　
木
材
製
品
の
輸
入
で
は
、
製
材
品
が

三
十
九
万
四
千
k
、
構
造
用
集
成
材
等

の
そ
の
他
木
材
製
品
が
十
九
万
七
千
k

増
加
し
、
合
板
等
が
六
十
万
五
千
k
、

木
材
チ
ッ
プ
が
四
十
五
万
四
千
k
、
木

材
パ
ル
プ
が
七
万
九
千
k
減
少
し
た
。

　
木
材
（
用
材
）
自
給
率
は
、
用
材
の

輸
入
量
が
一
・
四
％
減
少
し
、
国
内
生

産
量
が
〇
・
五
％
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

前
年
に
比
べ
〇
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
一
八
・
五
％
と
な
っ
た
。

34
, 7
66
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

―　4　―

弱　含　み

（第559号）（第三種郵便物認可）平成16年10月25日（月曜日）

9月分集計表
モニター数97　　回答数75　　回収率77％

増加40％（30）
増加31％（23）
上昇　3％（　2）
上昇　8％（　6）

増加27％（20）
増加23％（17）
上昇　8％（　6）
上昇12％（　9）

24％（15）
13％（　8）
18％（11）
11％（　7）
　6％（　4）

45％（31）

70％（44）
80％（49）
75％（46）
69％（45）
79％（48）

54％（37）

減少12％（　9）
減少25％（19）
下降　3％（　2）
下降　3％（　2）

減少　5％（　4）
減少12％（　9）
下降　1％（　1）
下降　5％（　4）

　6％（　4）
　7％（　4）
　7％（　4）
20％（13）
15％（　9）

　1％（　1）
モニター数97　　回答数71　　回収率73％

変わらず48％（36）

変わらず94％（71）
変わらず89％（67）

変わらず68％（51）
変わらず65％（49）
変わらず91％（68）
変わらず83％（62）

変わらず45％（32）
変わらず51％（36）
変わらず87％（62）
変わらず74％（52）

変わらず53％（38）
変わらず62％（44）
変わらず88％（62）
変わらず78％（55）

増加41％（29）
増加27％（19）
上昇　7％（　5）
上昇18％（13）

増加37％（26）
増加27％（19）
上昇　8％（　6）
上昇14％（10）

26％（　9）
　9％（　2）
34％（11）
13％（　7）

23％（　5）

71％（24）
86％（19）
63％（20）
66％（34）

54％（12）

減少14％（10）
減少22％（16）
下降　6％（　4）
下降　8％（　6）

減少10％（　7）
減少11％（　8）
下降　4％（　3）
下降　8％（　6）

　3％（　1）
　5％（　1）
　3％（　1）
21％（11）

23％（　5）

　　十
一
月
九
日
に
市
民
集
会

　　　　
　
　
地
球
温
暖
化
防
止
・
環
境
税
創
設
を
め
ざ
す

　
「
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
明
日

の
森
林
を
創
る
会
」（
仮
称
＝
林
業
木
材

関
係
団
体
、
地
方
自
治
関
係
団
体
、
国

会
・
地
方
議
員
団
体
、
環
境
団
体
、
消

費
者
・
市
民
団
体
な
ど
で
構
成
）
は
、

十
一
月
九
日
、
東
京
の
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
で
、「
地
球
温
暖
化
を
考
え
る
緊
急

市
民
集
会
イ
ン
東
京
」
〜
環
境
税
で
み

ど
り
豊
か
な
森
林
を
取
り
戻
そ
う
〜
を

開
く
。

　
京
都
議
定
書
で
、
我
が
国
が
約
束
し

た
二
酸
化
炭
素
（
　　
）
排
出
量
六
％
の

削
減
（
90
年
比
）
の
う
ち
、
森
林
に
よ

る
吸
収
量
三
・
九
％
の
達
成
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
状
況
に
対
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
明
日
の
森
林
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う
趣
旨
。

　
森
林
に
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る

半
面
、
最
近
の
林
業
・
木
材
産
業
の
不

振
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
放
置

さ
れ
て
き
た
の
が
実
状
。
森
林
整
備
の

担
い
手
で
あ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
活

性
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
財
源
が
確

保
さ
れ
た
う
え
で
の
強
力
な
政
策
の
推

CO2変わらず44％（33）

頻度
乾燥材取引の

進
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
環
境

税
創
設
に
向
け
た
集
会
で
あ
る
。

　
我
が
国
の
排
出
削
減
の
状
況
は
、
90

年
比
六
％
の
削
減
義
務
に
対
し
て
逆
に
、

02
年
度
で
は
七
・
六
％
増
加
し
て
い
る

た
め
、
計
十
三
・
六
％
以
上
の
削
減
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
で
は
、
来
年
度
か
ら
の
「
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
」
の
第
二
段
階

に
向
け
、
新
し
い
目
標
を
策
定
中
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大
幅
な
削
減
が

必
要
と
な
る
の
は
明
ら
か
。

　
政
府
の
審
議
会
も
温
暖
化
対
策
税

（
環
境
税
）
の
導
入
を
提
言
し
て
い
る
。

当
然
、
経
団
連
を
は
じ
め
産
業
界
は
強

く
反
対
し
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
注

目
さ
れ
る
。


